
2002年よりUSPにて勤務開始

Joseph Eaton氏は、米国薬局方 (USP) のグローバル スタンダードディストリビューションの

ディレクターです。

現在の所属になる以前、Eaton 氏はUSPの研究所で8年間勤務し、参照標準物質の分析、分析

方法の開発、AA および ICP-OES を使用した微量金属分析の実施、および溶出試験の性能検証

試験プログラムのサポートを行っていました。

このうち 4 年間、Eaton氏は剤形性能研究所で上級化学者として働き、装置タイプ1～6と、垂直

拡散セルなどのnon-compendialの装置タイプを利用しました。

USP に入る前、Eaton 氏は分析試験ラボに勤務しており、HPLC、UV/VIS 分光法、FTIR、

TLC、TGA、DSC、原子吸光分光法、ICP-OESなどの多くの機器分析手順の経験があります。

Eaton 氏は、Dissolution Apparatus 2 および Apparatus 4 法の変動性に関する出版物

の筆頭著者でもあります。
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